
思想としての日本近代建築　 岩波書店
八束はじめ　4,200円
日本近代国家の成立と展開の中で建築はどんな広がりをもって近代化したのか。

半透明の美学　 岩波書店
岡田温司　2,835円
そのどっちつかずの両義性にこそ、従来の芸術観を乗りこえる可能性が潜んでいるとしたら？

詩をどう読むか　 岩波書店
テリー・イーグルトン／川本皓嗣訳　5,040円
大家イーグルトンが読みの力量を存分に発揮した英詩入門。

イエジー・スコリモフスキ（紀伊國屋映画叢書１）　 紀伊國屋書店
遠山純生編　2,310円
ポーランド映画界の反逆児から放浪の異端児へ。成熟を拒否する反逆児の全貌。

ビクトル・エリセ（紀伊國屋映画叢書２） 紀伊國屋書店
遠山純生編　2,310円
その繊細で緻密な作風で世界中から愛され敬われる沈黙の映画詩人の足跡。

ヌーヴェル・ヴァーグの時代（紀伊國屋映画叢書３） 紀伊國屋書店
遠山純生編　2,310円
映画にとって「新しさ」とは何なのか？　映画革命の全貌を解読する。

グリーンバーグ批評選集　 勁草書房
クレメント・グリーンバーグ／藤枝晃雄編訳　2,940円
20世紀最大の美術批評家の重要テクストを収録した待望の批評集！

反美学　 勁草書房
ハル・フォスター編／室井尚・吉岡洋訳　3,675円
20世紀末の社会的大変動の本質を捉えたポストモダニズムの古典。

プラスチックの木で何が悪いのか　 勁草書房
西村清和　4,095円
美学から環境分野への初の問いかけ。環境美学の企てが本書からはじまる。

死ぬのは法律違反です　 春秋社
荒川修作+マドリン・ギンズ　2,520円
生きるための「可能性」を拡張する建築とは何か。新たな生命論。

ショパン孤高の創造者　 春秋社
Ｊ.サムスン著　3,675円
19世紀初頭のワルシャワ文化とショパンが成し遂げた革命とは。

越境する天使パウル・クレー　 春秋社
宮下誠　2,940円
20世紀の暴力に絵筆で挑んだクレー。不安と絶望をこえた生き方を活写。

文字の都市　 東京大学出版会
柴田元幸編著　2,940円
東京大学文学部「多分野交流演習」から生まれた珠玉の講義録。

政治の美学　 東京大学出版会
田中純　5,250円
政治的暴力が美化される情動の論理を、芸術や学問と政治が交差する領域で探求。

ヨーロッパ文明批判序説　 東京大学出版会
工藤庸子　7,350円
近代の多様な言説の分析を通して、「ヨーロッパ」・「近代」に迫る比類なき挑戦の書。

奇想の美術館　イメージを読み解く12章 白水社
アルベルト・マングェル著／野中邦子訳　5,040円
従来の美術批評や図像学にとらわれず、奔放に作品を読み解く魅惑の12章。

なにも見ていない　名画をめぐる六つの冒険 白水社
ダニエル・アラス著／宮下志朗訳　2,730円
新しい美術史学の旗手が提唱する、斬新な絵画解読法。

個の礼讃　ルネサンス期フランドルの肖像画 白水社
ツヴェタン・トドロフ著／岡田温司、大塚直子訳　3,045円
フランドル絵画の肖像画のなかに「美の概念」の変貌をさぐる。

イメージの前で　 法政大学出版局
ジョルジュ・ディディ＝ユベルマン　 4,830円
美学的言説の歴史を脱構築する。

時間の前で　 法政大学出版局
ジョルジュ・ディディ＝ユベルマン　3,990円
アナクロニズムとしての美術史を実践する著者の理論的画期作。

眼に映る世界　 法政大学出版局
スタンリー・カヴェル　3,990円
バザン以後の問いを受け継ぎ、ドゥルーズ『シネマ』と双璧をなす名著、待望の邦訳。

明るい部屋　写真についての覚書　 みすず書房
R．バルト／花輪光訳　2,940円
比類のない批評家バルト最後の本。美しくスリリングな芸術エッセー。

芸術人類学　 みすず書房
中沢新一　2,940円
来るべき野生のサイエンスの全体像が提示される。未曾有の試み。

芸術の意味　 みすず書房
H．リード／瀧口修造訳　2,940円
モダン・アートの意義を理解するために。美術史を学ぶ人の必読書＝ロングセラー。

音楽の詩学　 未來社
イーゴリ・ストラヴィンスキー　1,890円
音楽界に衝撃を与えたロシア音楽の鬼才による講義録。

21 世紀における芸術の役割　 未來社
小林康夫編　2,940円
芸術は21世紀にどのように可能か、各界の識者が芸術の課題を問う。

フォトネシア──眼の回帰線・沖縄　 未來社
仲里効　2,730円
フォトジェニックな沖縄を論じ抜いた来たるべきオキナワン・クリティーク。

岩波書店創業 100 年を記念し、岩波ブックセンター信山社では、過去・現在・未来へと伝えられ、書店としていつまでも大事に売っていきたい
本の数 を々、＜書物復権＞9社の協力を得て、6回連続で展示いたします。第 3回のテーマ「思想の十字路」では、芸術と思想の関係性
に光をあてます。思想家たちを新たな知の探究へと誘ってきた芸術作品。思想と芸術は、共に新たな価値観を創造することをめざし、人間の本
質をめぐる問いへ私たちを誘います。両者が交差する十字路で生まれるものとは？

岩波ブックセンター  信山社　連続フェア
（全6回／2013年3月～8月）のご案内

～大事に売っていきたい本～

思想の十字路［2013年5月展開］ ＊価格は税込みです。

◁◁◁ 4月展開《現代史はここから始まる》 6月展開《境界》▷▷▷


